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北
越
北
線
十
目
町
駅
西
口
広
場

　
北
越
北
線
は
平
成
八
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、
全
線
で

工
事
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で
い
ま
す
。
市
内
で
は
高
架
橋
が

ほ
ぽ
完
成
し
、
二
一
五
m
の
ホ
ー
ム
も
姿
を
現
わ
し
た
ほ
か
、

西
口
広
場
や
東
西
連
絡
地
下
道
も
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
広
場
の
一
画
に
は
、
流
雪
溝
用
水
ポ
ン
プ
場
も
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
一
日
と
変
わ
る
北
越
北
線
十
日
町
駅
西
ロ

広
場
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

毒
萎覇灘黙

．
灘

灘

北
越
北
線
の
現
況

　
北
越
北
線
は
六
日
町
～
犀
潟
間
五

九
・
四
㎞
の
う
ち
、
最
後
ま
で
未
着

工
だ
っ
た
大
潟
町
の
一
部
工
区
も
今

年
着
工
さ
れ
、
現
在
、
平
成
八
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
全
線
で
工
事
が

最
盛
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
導
坑
が
貰
通
し
た

松
代
町
の
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
は
、
切

り
広
げ
作
業
に
お
い
て
も
、
最
悪
の

土
質
に
よ
り
難
工
事
と
な
っ
て
お
り
、

ト
ン
ネ
ル
技
術
の
総
力
を
あ
げ
た
掘

削
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
内
で
は
高
架
橋
本
体
が

ほ
ぼ
完
成
し
、
駅
部
に
あ
た
る
所
で

は
、
長
さ
一
二
五
m
の
ホ
ー
ム
も
姿

を
現
し
ま
し
た
。
現
在
、
レ
ー
ル
を

敷
く
た
め
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
作
業
が
終
了
し
だ
い
、
レ

＼＿

i
ル
の
敷
設
、
架
線
な
ど
の
工
事
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
、
来
年
度
は
変
電

所
の
建
設
、
十
日
町
ト
ン
ネ
ル
の
補

強
工
事
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

い
よ
い
よ
完
成
に
向
け
て
、
最
後
の

仕
上
げ
段
階
に
入
り
ま
す
。

西
　
ロ
　
広
　
場

・
纈
難
語
灘
、
繕
難
幾
纏
撚
灘
灘

　
北
越
北
線
が
開
業
す
る
と
、
十
日

町
駅
は
こ
の
地
域
の
首
都
圏
へ
の
玄

関
口
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
沿
線
で
は
一
番

広
い
約
九
千
㎡
の
面
積
を
有
し
て
お

り
、
駅
西
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
る

区
画
整
理
事
業
と
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
西
口
広
場
は
、
そ
の
機
能
か
ら
、

三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

■
南
側
は
交
通
結
束
点
と
な
る
ロ
ー

　
タ
リ
ー
広
場

　
こ
こ
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
一

般
車
両
な
ど
、
送
迎
用
車
両
の
乗
降

場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
排
水
施
設
や
地
下
埋
設
物
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
来
年
度

も
引
港
続
き
施
設
整
備
を
進
め
る
予

定
で
す
．

塵
中
央
部
は
多
目
的
広
場

　
こ
こ
は
、
鉄
道
を
利
用
す
る
人
で

な
く
と
も
、
憩
い
の
場
と
し
て
気
軽

2
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に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
広
場
と
な

り
ま
す
。
例
え
ば
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

や
青
空
市
場
、
雪
祭
り
な
ど
、
多
彩

な
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
造
成
工
事
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
か
ら
具
体
的
な
施
設
づ
く
り

に
着
手
し
ま
す
。

■
北
側
は
北
越
北
線
を
利
用
し
て
い

　
た
だ
く
人
の
た
め
の
駐
車
場

　
現
在
施
設
工
事
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
は
付
帯
施
設
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
駐
車
場
を
含
め
、
市
で
は
駅

周
辺
部
で
の
駐
車
場
確
保
計
画
を
進

め
て
お
り
、
将
来
的
に
は
東
西
地
区

合
わ
せ
て
約
一
五
〇
台
程
度
の
収
容

能
力
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
部
と
な
る
北
越
北
線
の

高
架
下
は
、
将
来
多
様
な
利
用
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
進
入

通
路
と
し
て
、
駐
車
場
と
多
目
的
広

場
の
間
に
通
路
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。東

西
連
絡
地
下
道

　
市
に
と
っ
て
長
年
の
懸
案
だ
っ
た

連
絡
地
下
道
は
、
昨
年
の
都
市
計
画

決
定
に
引
き
続
き
、
今
年
着
工
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
年
は
お
も
に
西
側
の
北
越
北
線

下
の
本
体
工
事
を
施
工
し
、
ほ
ぼ
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
飯

山
線
下
の
本
体
工
事
を
J
R
東
日
本

に
委
託
し
、
ま
も
な
く
着
工
の
予
定

で
す
．

　
連
絡
地
下
道
は
延
長
約
一
三
〇

m
、
幅
四
m
で
、
北
越
北
線
と
同
じ

平
成
八
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
連
絡
道
が
完
成
す

れ
ば
、
今
ま
で
大
き
く
う
回
し
て
い

た
東
西
地
区
の
流
れ
が
飛
躍
的
に
改

善
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
市
で
は
こ
の
連
絡
道
を
単

な
る
通
路
で
は
な
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

化
を
図
り
、
文
化
の
香
り
の
す
る
施

設
と
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　　　　　醐　　灘撒灘
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北越北線下まで完成した連絡地下道

流
雪
溝
用
水

　
　
　
中
継
ポ
ン
プ
場

纏
理
薩
難
馨
穰
鰺
鑛
懸
難
盤

　
十
日
町
市
の
流
雪
溝
は
、
昭
和
四

十
二
年
度
に
初
め
て
設
置
さ
れ
て
以

来
、
そ
の
威
力
を
発
揮
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
昭
和
五
十
六
年
度
に
「
十

日
町
市
流
雪
溝
整
備
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
．
市
街
地
約
二
百
㎞
を
対
象

と
し
た
流
雪
溝
の
面
的
整
備
計
画
に

着
手
し
ま
し
た
。

　
そ
の
水
源
と
し
て
昭
和
五
十
九
年

に
国
鉄
（
J
R
）
信
濃
川
水
力
発
電

再
開
発
計
画
に
伴
い
、
冬
期
流
雪
溝

用
水
と
し
て
毎
秒
一
・
八
二
七
t
の

水
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
川
西
町
の

千
手
発
電
所
放
流
口
よ
り
取
水
し
、

妻
有
大
橋
を
経
て
駅
西
口
ま
で
送
ら

れ
て
き
た
水
を
、
さ
ら
に
市
内
七
か

所
に
設
け
ら
れ
た
吐
き
出
し
口
ま
で

送
り
届
け
る
の
が
中
継
ポ
ン
プ
の
役

目
で
す
。

　
建
物
の
大
き
さ
は
地
下
一
階
、
地

上
二
階
の
鉄
骨
造
り
で
、
延
べ
床
面

積
八
八
二
㎡
で
す
。
外
観
は
切
り
妻

屋
根
型
で
、
融
雪
を
考
え
て
い
ま
す
。

地
下
は
ポ
ン
プ
室
等
、
一
階
は
操
作

室
、
控
室
等
と
な
り
、
二
階
は
流
雪

溝
運
営
の
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
等
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
集
会
等
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
中
継
ポ
ン
プ
場
が
完
成
す
る

と
、
流
雪
溝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
地
域
の
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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Ilill 　
定

非爵
　
♪

輯
一

中
小
企
業
団
体
（
織
物
組
合
他
）
の

　
　
　
振
興
に
貢
献
し
通
商
産
業
大
臣
表
彰

ん
〕

さ
購噸

螺

　
長
●

愼
購
下

　
元
－

沢
欝

　
徽

吉
〔

　
中
小
企
業
基
本
法
三
十
周
年
記
念
式

典
が
、
十
一
月
十
六
日
東
東
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
吉
沢
さ
ん
は
組
合

関
係
功
労
者
と
し
て
通
商
産
業
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
吉
沢
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
』
年
に
十

日
町
織
物
工
業
協
岡
組
合
の
理
事
に
就

任
以
来
、
数
多
く
の
要
職
を
歴
任
し
、

昭
和
五
十
六
年
か
ら
の
理
事
長
在
任
中
は
「
き
も
の
誕
生
色
」
の
制
定
、
－
十
日
町
緋
」

罰
明
石
ち
ぢ
み
」
に
国
の
伝
統
的
工
芸
品
指
定
を
受
け
る
等
、
ざ
ん
新
な
発
想
と
積

極
的
行
動
力
に
よ
り
産
地
の
発
展
に
貢
献
。
昭
和
五
十
八
年
に
は
業
界
の
首
脳
を
一

堂
に
会
し
、
第
一
回
全
国
和
装
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
き
も
の
産
地
と
し
て

十
日
町
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。
更
に
、
新
潟
県
織
物
構
造
改
善
工
業
組

合
正
副
理
事
長
や
日
本
絹
人
繊
織
物
工
業
組
合
連
合
会
劃
理
事
長
と
圃
工
業
会
理
事

・
副
会
長
に
就
任
。
ま
た
、
県
き
も
の
振
興
会
長
、
全
日
本
き
も
の
振
興
会
理
事
、

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
詠
そ
の
運
営
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
の

優
秀
専
従
役
員
で
通
商
産
業
大
臣
表
彰

根津三郎さん
〔礫餓驚〕

と
し
て
業
務
を
遂
行
し
、
五
十
六
年
常
務
理
事
に
就
任
。

i
と
し
て
、
人
格
・
識
見
と
も
優
れ
組
合
員
や
専
従
職
員
の
信
頼
も
厚
く
、
業
界
の
表

裏
に
精
通
し
、
組
合
運
営
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
六
日
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
中
小
企
業
基
本
法
三
十

周
年
記
念
式
典
の
席
上
、
根
津
さ
ん
は

組
合
運
営
に
長
年
貢
献
し
、
優
秀
專
従

役
員
と
し
て
通
商
産
業
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
七
年
十
日
町

織
物
工
業
協
同
組
合
に
勤
務
し
て
以
来

四
十
年
余
に
わ
た
り
、
專
従
の
役
職
員

　
　
　
　
　
事
務
局
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ

／
k
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6
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み
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壱
禽
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全
世
帯
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
市
で
は
新
焼
却
場
の
完
成
を
機
に
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
ッ
　
ク

具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
1
0
月
に
ご
み
減
量
（
W
a
C
）
懇
談
会
を

発
足
し
、
①
ご
み
指
定
袋
の
導
入
②
持
ち
込
み
ご
み
の
有
料
化
③
資
源

ご
み
の
回
収
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
1
0
月
に
指
定
袋
の
見

本
を
全
世
帯
に
配
布
し
、
実
際
に
使
用
し
て
い
た
だ
い
た
感
想
や
意
見

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
見
本
の
袋
に
つ
い
て
は
、

0
世
帯

回
答
し
て
い
ま
す
。

と
回
答
し
た
中
に
も
、

つ
い
て
は
種
類
を
増
や
す
べ
き
と
の
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
、
6
5
6
世
帯
（
3
0
・
9

無記入479世帯（5．6％）

一 見
本
の
袋
で
　
ア
、
良
い

イ
、
変
え
た
万
が
良
い

　
　
　
　
（
ど
の
よ
う
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
」
」
　
　
　
4
5

　
（
6
3
・
5
％
）
が
「
良
い
」
と

　
　
　
　
　
た
だ
し
、
「
良
い
」

　
　
　
　
　
　
袋
の
大
き
さ
に

．難寒……、．、…妻1

麟難i灘、
蔓鐘躍欝

数
5

答
課

『
回
8

鑑懸
　懸灘騨

1鰍
　　　　”

％
）
か
ら
は
「
変
え
た
方
が
良
い
」

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と

変
え
鷲
ビ
墨

圃
袋
の
大
き
さ
は
（
2
、
3
7
0
件
）

　
大
家
族
や
自
分
の
家
で
、
焼
却
等
が

で
き
な
い
家
庭
に
お
い
て
は
『
も
っ
と

大
き
な
サ
イ
ズ
に
し
て
ほ
し
い
』
ま
た
、

逆
に
一
人
暮
ら
し
な
ど
小
家
族
の
世
帯

や
生
ご
み
し
か
出
さ
な
い
家
庭
か
ら
は

『
も
っ
と
小
さ
な
サ
イ
ズ
に
し
て
ほ
し

い
』
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
焼
却
処
分
や
生
ご
み

処
理
が
可
能
な
家
庭
と
で
き
な
い
家
庭

と
で
は
、
ご
み
の
排
出
量
が
異
な
る
こ

と
か
ら
『
袋
の
大
き
さ
の
種
類
を
増
や

し
て
ほ
し
い
』
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

囹調査対象

　12，676世帯（10目1日現在市内

　全世帯数）

囹調査方法

　①万法…各町内の嘱託員による

　　　　　配付・回収

　②期間…10目12日～11目2日

囹回収数（回収率）

8，585世帯（67．7％）

圏
透
明
度
は
（
3
4
3
件
）

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ま
た

美
観
の
面
か
ら
『
袋
の
中
身
は
見
え
な

い
方
が
良
い
』
と
の
意
見
が
3
1
5
件

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
逆
に
、
各
自
が
分
別
を
徹
底
し
、

自
分
の
ご
み
に
責
任
を
持
ち
、
な
お
か

つ
、
収
集
作
業
員
の
安
全
を
守
る
た
め

に
も
透
明
な
袋
の
方
が
良
い
と
い
う
意

見
が
2
8
件
あ
り
ま
し
た
。

團
そ
の
他
の
意
見

①
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
買
い
物
袋
も

　
使
用
で
き
る
よ
う
に
（
6
0
0
件
）

　
現
在
、
買
い
物
袋
等
で
ご
み
を
出
し

て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
指
定
袋
が
導

入
さ
れ
れ
ば
買
い
物
袋
そ
の
も
の
が
、

4



認
定
職
業
訓
練
の
振
興
と

　
　
　
　
　
　
発
展
に
尽
力
し
労
働
大
臣
表
彰

栢森，孝一さん
膿欝灘艘長〕

　
栢
森
さ
ん
は
、
二
十
六
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
認
定
職
業
訓
練
の
振
興
と
発

展
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
十

一
月
二
十
五
日
㈹
東
京
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
で
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
二
年
建
築
大
工
・
左
官
職

の
技
能
向
上
、
後
継
者
育
成
を
主
な
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
職
業
訓
練
法
人

十
日
町
職
業
訓
練
協
会
理
事
に
就
任
。
昭
和
四
十
九
年
に
協
会
長
と
十
日
町
高
等
職

業
訓
練
校
長
に
就
任
さ
れ
、
以
来
変
動
す
る
時
代
の
要
請
に
応
え
て
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー

プ
ロ
科
を
導
入
す
る
な
ど
、
先
進
さ
と
着
実
な
職
業
訓
練
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
職
薬
訓
練
は
、
講
師
を
は
じ
め
役
員
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
。

こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
国
に
認
め
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
、
地
域
に
役
立
ち
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
じ
た
。

伝
統
的
撲
術
の
継
承
に

　
　
　
　
　
　
　
長
年
尽
力
し
県
知
事
表
彰

中林勇雄さん
（田中町本通σ熱80歳〉

中
林
さ
滋
は
．
昭
和
五
串
燕
年
に
市
内
で
初
め
て

的
韮
芸
士
と
じ
鷲
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
十
七
歳
で
染
色
講
習
所
を
卒
業
以
来
、

親
の
家
業
鞠
糊
重
臓
を
継
ぎ
六
十
年
余
に
わ
た
っ
て
、

を
華
が
け
て
き
ま
し
だ
。
鯛
七
十
五
歳
ま
で
ま
じ
め
に
や
っ
て
き
た
だ
け
」
と
話
す
中

林
さ
ん
は
、
明
看
ち
ぢ
み
の
全
盛
期
を
懐
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
五
日
㈲
燕
市
の
県
央
サ

テ
ィ
で
新
潟
県
伝
統
的
工
芸
品
展
が
開

か
れ
、
中
林
さ
ん
は
「
十
日
町
明
石
ち

ぢ
み
」
の
伝
統
的
技
術
の
継
承
に
尽
力

し
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
じ
た
。

　
県
内
一
六
①
名
の
伝
統
工
芸
士
の
中

か
ら
六
名
が
、
十
回
を
記
念
し
た
同
展

で
表
彰
さ
れ
、
そ
の
一
人
に
選
ば
れ
た

　
　
「
十
日
町
明
石
ち
ぢ
み
胤
の
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
の
き
の
増
量
と
生
糸
の
精
練

ご
み
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
指
定
袋

導
入
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
意
見
や
、

指
定
袋
以
外
の
袋
で
も
シ
ー
ル
を
貼
れ

ば
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
る
な
ど
、
方

式
に
つ
い
て
の
再
考
を
求
め
る
意
見
も

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

②
ヒ
モ
を
付
け
る
な
ど
ロ
を
結
び
易
い

　
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
（
5
0
4
件
）

　
袋
が
堅
く
結
び
に
く
い
、
袋
に
ヒ
モ

が
付
い
て
い
れ
ば
簡
単
に
結
べ
る
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

③
も
う
少
し
柔
ら
か
い

　
材
質
に
し
て
ほ
し
い
（
6
7
件
）

　
袋
が
堅
く
て
結
び
に
く
い
た
め
、
材

質
を
柔
ら
か
く
改
善
し
て
ほ
し
い
。

④
も
う
少
し
丈
夫
な

　
材
質
に
し
て
ほ
し
い
（
5
2
件
）

　
堅
い
ご
み
を
中
に
入
れ
る
と
袋
が
破

れ
る
の
で
、
強
度
の
あ
る
材
質
に
改
善

し
て
ほ
し
い
。

⑤
従
来
ど
お
り
で
よ
い
（
2
0
1
件
）

　
ご
み
の
分
別
さ
え
徹
底
さ
れ
て
い
れ

ば
、
入
れ
物
は
自
由
で
良
い
の
で
は
な

い
か
。

袋
に
名
前
を
記
入
す
る
こ
と
は

ア
、
良
い
　
イ
、
好
ま
し
く
な
い

ウ
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い

　
3
、
7
4
6
世
帯
（
4
3
・
6
％
）
の

世
帯
が
、
「
記
名
式
は
好
ま
し
く
な
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
「
記
名
式
で
良

い
」
と
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
と
合
わ

せ
る
と
4
、
3
7
7
世
帯
（
51
・
0
％
）

に
達
し
て
い
ま
す
。

　
「
記
名
式
」
で
良
い
と
回
答
し
た
世

帯
の
中
に
は
、
指
定
袋
を
導
入
す
る
か

ら
に
は
、
む
し
ろ
記
名
式
に
し
て
各
自

に
責
任
あ
る
ご
み
の
出
し
方
を
徹
底
す

べ
き
だ
と
の
積
極
的
な
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

　　無記入462世帯（5．4％）

　　　　　　　鱗描蝦・

．蕪麟麟毒鐵鱗灘幕肇麟舞

　羅灘
鐵難灘離回答数
i㈱．鞭．8，585
　　　　　　世帯

　　　　灘馨難懸．鶴騨．
　　　灘灘灘講繍葦醗il．

　　　　　　　　　　　　ン

　
　
ご
み
減
量
化
の

　
　
　
　
　
具
体
的
な
提
言

①
家
庭
用
簡
易
焼
却
炉
等
を
利
用
し
た

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
自
家
処
理
を
推
進

　
す
る
。
　
　
　
　
　
　
（
8
2
8
件
）

②
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
等
を
利
用

　
し
た
、
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
推
進

　
す
る
。
　
　
　
　
　
（
8
0
3
件
）

③
商
品
の
過
剰
包
装
を
商
店
、
メ
ー
カ

　
ー
等
に
行
政
が
働
き
か
け
て
簡
素
化

　
す
る
。
　
　
　
　
　
　
（
7
0
0
件
）

④
缶
、
瓶
、
古
雑
誌
等
の
資
源
ご
み
回

　
収
の
日
を
設
け
る
な
ど
、
市
が
回
収

　
に
向
け
対
策
を
講
じ
る
。
（
5
2
8
件
）

⑤
商
店
や
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
が
進
め
て

　
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
拡
大
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
1
件
）

⑥
ご
み
減
量
化
に
対
す
る
意
識
を
徹
底

　
さ
せ
る
よ
う
P
R
を
継
続
的
に
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
0
件
）

⑦
無
料
で
実
施
し
て
い
る
収
集
制
度
を

　
改
め
、
有
料
化
を
実
施
す
る
こ
と
に

　
よ
っ
て
負
担
を
課
し
、
ご
み
の
減
量

　
化
を
図
る
。
　
　
　
　
（
1
2
4
件
）

⑧
そ
の
他
　
ご
み
の
収
集
計
画
表
を
わ

　
か
り
や
す
く
す
る
。
　
（
1
0
0
件
）

響
「
w
麟
螺
盤
聾
轟

　
市
で
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
参
考
に
、
ご
み
指
定
袋
や
ご
み

減
量
化
対
策
の
具
対
的
方
針
を
再
構
築

し
「
ご
み
減
量
（
W
a
C
）
懇
談
会
」

を
開
催
し
、
委
員
の
意
見
を
聞
い
た
上

で
最
終
案
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
地
区
説
明
会
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
5
年
度
空
き
缶
回
収
奨
励
事
業

　
　
　
　
　
（
4
年
度
か
ら
実
施
）

　
1
6
団
体
（
学
校
1
1
校
・
一
般
5
）

　
ア
ル
ミ
缶
…
3
、
2
8
8
㎏
1
3
万
個

　
ス
チ
ー
ル
缶
…
5
、
4
2
6
㎏
9
万
個

■
モ
デ
ル
校
の
資
源
ご
み
回
収
事
業

西
小
学
校
、
八
箇
小
学
校

■
ご
み
集
積
庫
補
助
事
業

　
　
　
　
　
（
4
年
度
か
ら
実
施
）

設
置
数
・
：
71
町
内
　
1
0
0
基

■
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器

斡
旋
事
業
　
（
5
9
年
度
か
ら
実
施
）

斡
旋
数
…
3
、
5
1
0
個

■
水
切
り
袋
斡
旋
事
業
（
2
年
度
か
ら
）

斡
旋
数
…
4
、
8
6
0
束
（
3
0
枚
入
）

平成5年12月10日5とおガ夢お

義旨
鮪

ltil引いI
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そばまつりに合わせて

　　　素人のそばを味わう集い
　ま　　　　　　　　　　　こ
～播いて、刈って、捏ねて、食べる会～

「いらっしゃい！」飛、～ミように売れた下条産の野菜

下条地区「都市交流を進める会」

　　を中心に東京日野市で十日町をPR

～雪像作りやもちつきでホットな交流～

　
十
一
月
二
十
八
日
㈲
、
中
条
地
区
公
民
館
を

会
場
に
“
ふ
れ
愛
な
か
じ
ょ
う
そ
ば
ま
つ
り
”

が
開
か
れ
、
三
十
人
ほ
ど
の
皆
さ
ん
が
新
そ
ば

に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。

　
「
十
一
月
は
十
日
町
生
そ
ば
ま
つ
り
だ
が
中

条
に
は
、
そ
ば
屋
が
な
い
」
そ
ん
な
思
い
に
か

ら
れ
た
地
域
の
そ
ば
好
き
の
人
た
ち
が
集
合
。

八
月
二
十
二
日
に
種
播
き
、
十
一
月
七
日
に
刈

り
採
り
、
そ
し
て
捏
ね
て
、
食
べ
る
と
い
う
、

す
べ
て
自
家
製
に
よ
る
食
べ
る
会
で
す
。

　
全
員
素
人
の
た
め
、
本
番
二
日
前
に
は
試
し

づ
く
り
を
す
る
熱
の
入
れ
よ
う
。
そ
の
か
い
も

あ
り
見
事
な
そ
ば
に
仕
上
が
り
、
「
来
年
は
今
年

以
上
の
味
を
追
求
」
と
自
信
に
あ
ふ
れ
た
声
が
、

　
　
　
　
　
ぞ

そ
ば
の
間
を
か
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
都
市
と
の
交
流
を
と
お
し
て
地
域
の
活
性
化

を
進
め
て
い
る
下
条
地
区
の
「
都
市
交
流
を
進

め
る
会
（
代
表
　
池
田
正
さ
ん
）
」
を
中
心
に
、

大
好
き
十
日
町
会
、
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
な

ど
三
十
六
名
が
、
十
一
月
二
十
一
日
㈲
東
京
日

野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
秋
ま
つ
り
に
参

加
し
、
雪
国
十
日
町
を
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

　
塩
之
又
に
保
存
し
て
お
い
た
雪
を
持
ち
込
ん

で
作
っ
た
雪
像
や
ス
ベ
リ
台
は
大
人
気
で
、
子

供
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
も
ち
つ
き
や
ち
ま

き
作
り
、
ワ
ラ
細
工
、
利
き
酒
に
挑
戦
す
る
人
も

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
、
大
変
な
賑
い
で
し
た
。

ま
た
、
二
年
連
続
で
雪
ま
つ
り
の
雪
像
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
日
野
ス
ノ
ー
マ
ン
も
参
加
し
、

来
年
も
挑
戦
す
る
と
張
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

溢灘ド　　　　．鶴鰯

十分見事な仕上り素人とは思えない手さばき「こ

市
道
稲
葉
高
城
沢
線
が
開
通

　
　
　
　
　
　
干
手
ト
ン
ネ
ル
か
ら
山
谷
・
小
泉
万
面
へ

　
千
手
ト
ン
ネ
ル
か
ら
吉
田
山
谷
・
小

泉
へ
至
る
市
道
稲
葉
高
城
沢
線
の
道
路

改
良
舗
装
工
事
が
完
成
し
、
十
一
月
二交通の難所が解消、テープカットで開通を祝う

十
三
日
㈹
に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
市
、
市
議
会
、
業
者
、

地
元
関
係
者
な
ど
約
五
十
名
が
出
席

し
、
神
事
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

渡
り
初
め
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
工
事
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
調

査
・
測
量
に
着
手
し
、
六
十
年
度
か
ら

屠
地
買
収
、
平
成
四
年
度
に
千
手
ト
ン

ネ
ル
の
補
強
、
貝
沢
橋
架
設
工
事
、
五

年
度
の
道
路
改
良
舗
装
で
完
成
し
ま
し

た
。
道
路
延
長
二
六
〇
材
、
八
・
四
材
の

貝
沢
橋
、
三
〇
材
の
千
手
ト
ン
ネ
ル
補

強
工
事
を
含
め
事
業
費
一
億
七
千
万
円

を
投
じ
た
三
種
四
級
の
道
路
で
す
。
従

来
の
道
路
も
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
た

め
、
冬
場
の
交
通
の
難
所
が
解
消
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
長
年
の
地
域
の
願
い

が
実
現
し
ま
し
た
。

第4回芸術協会
　　　　チヤリテイー展

　　～63点の力作が展示～
　12月4日・5日と公民館本館市民ギャ

ラリーで第4回芸術協会チャリティー展

が開かれました。協会員の日本画・洋画・

版画などの力作63点が展示され、早朝か

ら訪れた愛好家は、目当ての作品をわれ

先にと選んでいました。

作品を選

6
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〈材料〉（分量は好みで）

牛肉、大根、じゃがいも、

ごぼう、人参、白菜、ね

ぎ、しいたけ（もどした

もの）￥白滝￥焼き豆腐、

春菊．酒、しょう油、砂糖

野中小学校区の
　大石と当間で冬季分校が開校

～冬季分校の開設は市内で2校～

　
十
二
月
一
日
㈱
、
野
中
小
学
校
の
大
石
と
当

間
で
冬
季
分
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
今
年
市
内

の
冬
季
分
校
の
開
設
は
、
東
下
組
小
学
校
の
願

入
冬
季
分
校
が
無
く
な
り
、
野
中
小
学
校
区
の

二
校
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
石
冬
季
分
校
の
児
童
は
、
二
年
生
二
人
、

三
年
生
一
人
、
五
年
生
一
人
の
四
人
。
十
二
月

い
っ
ぱ
い
週
三
回
本
校
に
通
う
以
外
は
、
樋
口

隆
一
　
徳
永
稔
両
先
生
と
村
山
用
務
貝
さ
ん
の

指
導
の
も
と
　
来
年
三
月
ま
で
七
人
で
の
生
活

と
な
り
ま
す
。

　
五
年
生
の
樋
口
敦
子
さ
ん
は
「
友
達
と
離
れ

て
さ
び
し
い
け
ど
、
本
校
に
負
け
な
い
よ
う
勉

強
し
　
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
楽
し
い
分
校
生
活
を

送
り
た
い
」
と
張
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

南雲美智子さん

（翻二。》6誉）

　
　
煮
物
と
鍋
が
ド
ッ
キ
ン
グ
〃

　
冬
野
菜
の
お
い
し
い
こ
の
季
節
、
煮

物
も
鍋
も
食
べ
た
い
時
に
ピ
ッ
タ
リ
。

鍋
の
ま
ま
食
卓
に
出
せ
ば
ス
キ
ヤ
キ
に
、

皿
に
盛
れ
ば
煮
物
に
変
身
。
肉
が
苦
手

な
娘
も
、
野
菜
が
苦
手
な
息
子
も
大
好

き
な
一
品
で
す
。
台
所
に
あ
る
野
菜
を

使
っ
て
皆
さ
ん
も
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
作
り
方
〉
①
牛
肉
は
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
切
り
、
砂
糖
と
水
を
か
け
て
軽

く
も
ん
で
お
く
。

②
大
根
は
大
き
め
の
斜
め
切
り
に
し
、

他
の
野
菜
も
大
き
く
切
る
。

③
鍋
に
油
を
ひ
き
、
大
根
・
じ
ゃ
が
い

も
・
ご
ぼ
う
・
人
参
を
い
た
め
る
。

④
野
菜
に
油
が
ま
わ
っ
た
ら
、
牛
肉
を

そ
の
上
に
広
げ
、
砂
糖
を
少
し
ふ
り
か

け
る
。

⑤
残
っ
た
材
料
を
鍋
の
ま
わ
り
に
入
れ
、

煮
汁
が
出
る
ま
で
フ
タ
を
し
て
煮
る
。

⑥
煮
汁
が
出
て
き
た
ら
調
味
料
を
入
れ
、

野
菜
が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

⑦
皿
に
盛
り
つ
け
、
残
っ
た
煮
汁
で
春

菊
を
サ
ッ
と
煮
て
味
つ
け
し
、
皿
に
盛

る
。

きい登
おんな

一

PART盤

　　　　　ジャック
　　F・CJACK
（監督＝羽鳥　宏　キャプテン＝池田多美）

　
F
・
C
J
A
C
K
！
十
日
町
サ
ッ
カ

ー
協
会
の
協
力
を
得
て
、
十
日
町
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
妹
分
と
し
て
今
年
の
三

月
か
ら
活
動
を
始
め
た
レ
デ
ィ
ー
ス
の

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
最
年
少
は
十
四
歳
か
ら
年
長
は
X
歳

ま
で
と
年
齢
層
は
広
い
で
す
が
、
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
を
追
う
時
は
年
の
差
な
ど

全
く
感
じ
ず
に
楽
し
く
練
習
を
し
て
い

ま
す
。

「
女
の
子
が
サ
ッ
カ
ー
な
ん
て
…
。
」
と

思
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
県
内
だ
け
で
も
女
子
サ
ッ
カ
ー
の

登
録
チ
ー
ム
は
六
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

私
達
も
登
録
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
「
日
々

ま
た
練
習
！
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
。
と
言
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
が
初

心
者
な
の
で
、
当
初
は
素
晴
ら
し
い
監

督
、
コ
ー
チ
陣
を
も
、
か
な
り
手
こ
ず

ら
せ
た
よ
う
で
す
。
（
今
も
）

　
最
近
、
小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

県登録チームを目指して頑張るメンバー

の
胸
を
借
り
て
練
習
試
合
（
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
）
を
し
ま
し
た
。
十
七
対
五
と
大
敗

し
ま
し
た
が
、
最
初
に
比
べ
れ
ば
少
し

は
成
長
し
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

　
練
習
日
は
水
・
金
・
日
曜
日
で
水
・

金
曜
日
は
総
合
体
育
館
で
夜
七
時
三
十

分
か
ら
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
日
曜
日

は
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
借
り
て
練

習
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
日
町
は
冬
場

す
っ
か
り
雪
に
覆
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
日
曜
日
は
放
浪
の
旅
を
し

て
、
雪
解
け
を
首
を
長
く
し
て
待
ち
な
が

ら
、
腕
を
磨
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
方
、
サ
ッ
カ
ー

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
見
学
に
来

て
み
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
池
田
多
美

（
盈
5
7
1
8
0
6
8
）
で
す
。
か
わ
い

い
女
の
子
た
ち
が
、
そ
れ
な
り
に
カ
ッ

コ
良
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
よ
。

平成5年12月10日7とおガ訓し
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欝
鍛

　
　
　
（
暫
歌
霧
2
・
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
た
か

小
林
　
　
裕
さ
ん

團　　級生の多くが進学を目指し東京など都会へと

　　行くなか、せこせことした都会の暮らしは、

なんとなくおっくうに感じて家族のいるのんびり

とした十日町での就職を希望しました。高校を卒

業すると同時に入社し、2年目になります。

圏社は・県内でも有勤半導体を載せるプID

　　ト配線基盤をハイァク技術により製作してい

ます。自分の仕事は、基盤に配線図を10ミクロン

の精度でのプリント作業、コンピュータや家電メ

ーカーへの納期に係る工程の調整などです。車に

搭載される基盤は、人の命に関わるので緊張があ

ります。職場は、皆さん優しくおもしろい人もい

てとても良い環境です。

圏日などバイクでツーリングに出か1ナ・自然の

　　中に身をおくと気分が晴れます。街が都会化

して欲しい気持ちもありますが、自然と調和した

心の豊かさのある街であって欲しいと思います。

鰹簾継

鞍
繊
欝
難
灘

池
田
由
紀
子
さ
ん

　
　
　
（
根
駈
翻
鵜
2
。
歳
）

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

圃ニメータを志して凍京の専門学校に1年間

　　新聞奨学生として通いました。24時間休むこ

とを知らない都会は、落ち着いた性格の自分にと

り住むという次元では違う場所に感じて十日町に

Uターンしました。川のよどみから清流に放たれ

た魚のように、のどかで人情味のあるこの街は、肌

に合いストレス性の肥満もみごとに解消しました。

羅社して4か月・デザ什一の起した図案への

　　絵刷の配色、提案をしています。きものは、

経験も大事ですので、一日も早く慣れたいと思い

ます。また、皆さん温かく初めからふだん着で接

してもらい顔もすぐ覚えられて、明るくとても居

心地の良い職場です。

既雲毒築瓢難る篇劉ゴ雌
多くの人が訪れ活気ある街にするには、小さな気

配りをきちんとすることが大切だと思います。

鯵
窮
幽

岬
N

●西

饗

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
兵
庫
県
西
宮

市
で
す
。
大
阪
・
神
戸
の
ほ
ぼ
中
間
に

位
置
し
、
伝
統
の
酒
造
業
を
中
心
に
住

宅
商
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

　
西
宮
と
い
え
ば
な
ん
と
い
っ
て
も
甲

子
園
球
場
が
有
名
で
す
。
収
容
人
員
五

万
五
千
人
の
マ
ン
モ
ス
球
場
で
、
春
と

夏
に
全
国
大
会
が
行
わ
れ
る
高
校
野
球

の
メ
ッ
カ
と
し
て
、
毎
年
全
国
の
人
達

に
感
動
の
ド
ラ
マ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
野
球
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
で
も
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
の
家
も
球
場
ま
で
歩
い
て
十
五

分
位
で
し
た
の
で
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら

友
達
と
よ
く
観
戦
に
い
き
ま
し
た
。
ま

た
近
く
に
は
宝
塚
歌
劇
や
六
甲
山
な
ど

の
名
所
が
あ
り
、
全
国
か
ら
の
観
光
客

で
い
つ
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
会
社
へ
入
社
四
年
目
の

昭
和
五
十
一
年
に
十
巳
町
へ
転
勤
し
て

き
ま
し
た
。
近
所
に
親
戚
や
友
人
も
な

く
知
ら
な
い
土
地
で
の
生
活
に
不
安
も

長船忠夫さん
　（中町・49歳）

兵庫県西宮市

あ
り
ま
し
た
。
特
に
十
日
町
に
来
て
豪

雪
が
続
き
、
雪
下
ろ
し
な
ど
の
経
験
の

な
い
わ
た
し
た
ち
で
し
た
の
で
大
変
苦

労
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
ち
ら
の
言
葉
が

よ
く
理
解
で
き
ず
、
お
客
様
や
近
所
の

人
達
と
の
会
話
に
戸
惑
う
毎
日
で
し
た
。

　
十
日
町
に
住
ん
で
も
う
十
八
年
目
と

な
り
、
今
で
は
す
っ
か
り
馴
れ
ま
し
た
。

十
日
町
の
人
達
は
と
て
も
人
情
温
か
く

親
切
な
人
が
多
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
水
、

空
気
、
米
が
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
若
い
人
達
が

一
人
で
も
多
く
十
日
町
に
住
め
る
施
策

を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
」

藝
偏
　
界
曝
循

　
　
　
嚇
●

爆
騨

麟

o
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夕

⑱越後保育園
繊

　　　　　すばる
金沢　　昂くん

（太田島2・6歳）

　ぼくはきょうりゅうが大好なん

だ。絵本を見てステゴザウルスを

描いたんだよ。

吉田衣理ちゃん
　（土市3・6歳）

　
お
か
あ
さ
ん
が
＼
わ
た
し
の
大
好
き

な
う
さ
ぎ
の
バ
ツ
ク
を
さ
げ
て
＼
き
ょ

う
り
ゆ
う
の
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
の
よ
。

　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
　
ン
誘

團
ス
轟

曝
㎏
騰

汁
話
．
．

イポ

、

臓
舞

　　　lt’s　rea”y

　　　　　nothing　but・・・…

“つまらないものですが。”

　お歳暮やクリスマスなど、贈り物のやりとりが多

い12月。英語でも、こんな会話があります。

A：①騰’snea髄面◎七h晦bu驚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　②l　h◎e◎u　like　i驚　（つ藩らないものですが、

　　お気に召して》・ただければ幸脇です。）

B　l　Oh，a　Chnis尤mas匪esent　for　me？

　　Thaηky◎uverymuchl（わあ、私にクリスマ

　　　スプレゼント？どうもありがとうございますつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

①は、「何でもない物ですが」という直訳です。他に

も、「つまらないものですが」という表現には、璽璽lt’s

not　much　but～”などがあります。②曜l　hope”は、「～だ

といいんですが」というニュアンスがあり、やわらか

い言い方です。

　欧米では、贈り物はもらったその場で開ける習慣に

なっています。いただいたら囎May　l　open　it　now？”（開

けてもいいですか）と言って開けるといいでしょう。

中を見たら¶ove　it！”（うれしい！）というふうに

気持ちを表現してください。

　懸
郷

②
㌧
璽

斎
木
ツ

蕪
灘

　
鐙
坂
の
上
の
山
で
、
六
人
兄
弟
の
五

番
目
と
し
て
生
ま
れ
て
の
。
一
番
上
の

兄
と
は
年
が
離
れ
て
た
ん
で
、
小
学
校

三
年
の
こ
ろ
兄
が
嫁
を
も
ら
っ
て
子
供

が
で
き
る
と
、
そ
の
子
の
守
り
を
し
た

わ
け
な
ん
の
。
子
供
が
好
き
だ
か
ら
、
み

じ
ょ
か
っ
た
の
。
嫁
さ
ん
は
夜
遅
く
ま

で
手
ば
た
を
織
っ
て
て
、
終
わ
る
ま
で

子
守
り
を
し
て
る
と
眠
く
て
、
赤
ん
ぼ

う
を
お
ぶ
っ
た
ま
ま
横
に
な
る
と
、
そ

の
ま
ま
寝
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
。

　
昔
は
、
子
供
っ
こ
も
忙
し
く
し
て
て
、

ど
こ
ん
ち
で
も
蚕
を
飼
っ
て
た
ん
で
桑

の
葉
取
り
を
し
た
り
、
夜
は
い
り
ご
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
す
し
き
の
よ
う
ほ
う
（
手
伝
い
）
し

た
の
。
た
ん
ぼ
を
し
て
年
貢
が
あ
っ
た

。

ヤ
さ
ん

（
南
鐙
坂
・
7
6
歳
）

◎

ん
で
、
残
っ
た
少
し
の
米
を
売
っ
て
安

い
南
京
米
を
買
わ
ん
の
。
ふ
だ
ん
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
っ
ぽ
と
言
っ
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と

カ
ボ
チ
ャ
を
よ
く
煮
た
中
に
、
い
り
ご

の
粉
を
入
れ
て
と
ろ
み
を
付
け
て
塩
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
し
た
も
の
や
ひ
え
の
い
り
ご
で
作
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
あ
ん
ぼ
、
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
の
じ
ょ

う
す
い
を
食
べ
ら
ん
で
、
白
い
ご
飯
に

魚
を
か
っ
て
食
べ
ら
れ
る
祭
り
が
楽
し

み
だ
っ
た
の
。

　
小
学
校
を
六
年
で
卒
業
す
る
と
名
古

屋
の
紡
績
工
場
に
三
年
満
期
の
年
季
奉

公
に
行
っ
た
ん
の
。
後
に
も
先
に
も
、

こ
の
と
き
程
つ
ら
く
苦
労
し
た
と
思
う

こ
と
は
な
い
の
。
十
二
時
間
交
替
の
立

ち
続
け
の
仕
事
で
、
足
が
ご
う
ぎ
は
れ

て
も
熱
が
無
き
ゃ
休
ま
し
て
も
ら
え
ず
、

夏
の
暑
い
時
分
も
紡
績
は
蒸
気
を
使
う

か
ら
、
戸
も
閉
ま
っ
て
て
倒
れ
る
人
も

多
く
い
た
の
。
い
っ
ち
は
じ
め
に
苦
労

し
た
ん
だ
ん
が
そ
の
後
は
、
じ
ょ
ん
じ

ょ
ん
に
良
く
て
、
今
は
、
嫁
さ
ん
に
も

良
く
し
て
も
ら
っ
て
楽
さ
し
て
も
ら
っ

て
ら
ん
だ
て
の
。
体
は
、
丈
夫
で
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
り
い
い
し
ゃ
ば

に
な
っ
た
と
思
う
て
。

平成5年12月10日9とおガ夢お

癌曝臨緊Il
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彩

羅叢嚢
〉
十
日
町
の
き
も
の
で

　
　
　
　
交
流
の
き
ず
な
を
深
め
る

　
姉
妹
都
市
コ
モ
市
の
コ
マ
ス
カ
フ
ァ

ミ
リ
ア
の
理
事
長
ピ
エ
ル
チ
ェ
サ
ー
レ
・

ボ
ル
ド
ー
リ
さ
ん
か
ら
十
日
町
・
コ
モ

交
流
協
会
に
、
「
十
日
町
の
き
も
の
」
と

「
き
も
の
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
」
を
送

っ
て
も
ら
い
た
い
と
手
紙
が
き
ま
し
た
。

　
コ
マ
ス
カ
フ
ァ
ミ
リ
ア
で
は
、
十
日

町
市
と
の
友
好
の
き
ず
な
を
深
め
姉
妹

都
市
の
つ
な
が
り
を
確
固
た
る
も
の
に

し
た
い
と
、
十
二
月
四
日
か
ら
一
月
末

ま
で
「
き
も
の
展
示
会
」
な
ど
の
記
念

行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
協
会
で
は
早
速
、
紬
や
訪
問
着

な
ど
六
点
と
イ
タ
リ
ア
語
に
編
集
し
た

ビ
デ
オ
、
米
菓
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　
一
月
一
日
に
は
コ
モ
市
で
當
重
あ
か

ね
さ
ん
（
東
枯
木
又
・
藤
原
歌
劇
団
メ

ッ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
交
流
協
会
で
は
、
當
重
さ
ん

と
と
も
に
コ
モ
市
を
訪
問
し
、
新
市
長

の
就
任
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
来
年
の
四
十

周
年
記
念
行
事
へ
の
招
待
状
を
届
け
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
流
協
会
で
は
、
平
成
七
年

の
姉
妹
都
市
盟
約
二
十
周
年
を
記
念
し

て
コ
モ
訪
問
ツ
ア
ー
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
予
定
の
五
十
名
の
参
加
が
あ
り
、

十
二
月
二
十
日
に
発
会
式
を
行
う
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
人
と

物
と
の
交
流
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
輪
が

広
が
り
、
友
好
の
き
ず
な
が
深
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
～
十
日
町
・
コ
モ
交
流
協
会
よ
り
～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　輔　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　剛　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　幽　　　一　　　一　　一　　一　騙　旧甲一

　　エ

業
甦
雛
乱

　
1
2
月
31
日
現
在
で
、
平
成
5
年
工
業

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

と
し
、
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
製
造

品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調

査
し
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
1
2
月
中
旬
に
調
査
員
が
、
調
査
票
の

記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
み
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
（
智
内
線
鵬
）
へ
。

　
　
馨
畷
圓
瞳
幽
域
会
長
翻
贈
り
物

躍

灘
響
欝
購
霧
欝
癬
護
葎
を
f

　
窪
菱

、

趨

岩井所長から目録を受ける廣田教頭

　
日
立
化
成
㈱
取
締
役
会
長
の
横
山
亮

次
氏
は
、
十
日
町
で
生
ま
れ
三
歳
ま
で

過
ご
し
た
こ
と
か
ら
、
子
供
た
ち
に
役

立
っ
て
も
ら
い
た
い
と
十
日
町
小
学
校

と
西
小
学
校
に
ビ
ー
カ
ー
や
フ
ラ
ス
コ

な
ど
実
験
用
理
科
学
ガ
ラ
ス
器
具
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
十
一
月
十
九
日
㈹
に
市
長

室
で
行
わ
れ
、
横
山
氏
の
代
理
人
と
し

て
岩
井
元
日
立
化
成
新
潟
営
業
所
長
が

西
小
の
今
井
大
治
校
長
、
十
小
の
廣
田

文
雄
教
頭
に
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
横
山
亮
次
氏
の
父
親
で
あ
る
児
玉
親

徳
氏
は
、
大
正
七
年
か
ら
十
一
年
ま
で

の
三
年
半
あ
ま
り
三
代
目
の
県
立
染
色

講
習
所
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
力
織
機

を
導
入
し
産
地
の
近
代
化
を
図
り
ま
し

た
。
冬
物
の
お
召
し
の
開
発
で
一
年
を

通
し
た
産
地
形
成
や
工
場
生
産
、
工
場

経
営
に
も
力
を
入
れ
、
十
日
町
を
離
れ

た
後
も
二
十
年
近
く
指
導
さ
れ
、
今
日

の
産
地
の
基
礎
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
長
男
の
親
一
氏
は
十
小
五
年
ま
で
在

校
。
九
月
に
三
男
の
品
田
研
士
郎
氏
と

横
山
氏
の
三
人
で
来
市
し
た
お
り
、
生

ま
れ
故
郷
の
十
日
町
の
子
供
の
た
め
に

贈
り
物
を
し
た
い
と
実
現
し
た
も
の
で

す
。

　
第
謹
佃
霞
露

■
と
　
き
　
1
2
月
1
8
日
ω

　
　
　
　
　
開
会
一
午
後
6
時
～
8
時

■
と
こ
ろ
　
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

■
会
　
費
　
3
、
0
0
0
円

■
ゲ
ス
ト
　
華
岡
美
恵
（
日
本
ク
ラ
ウ

　
ン
レ
コ
ー
ド
）
中
島
史
恵
（
9
3
キ
リ

　
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
）

■
内
　
容
　
①
十
日
町
雪
ま
つ
り
キ
ャ

　
ラ
ク
タ
ー
発
表
②
イ
ベ
ン
ト
企
画
の

　
概
要
発
表
③
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
華

　
岡
美
恵
歌
謡
シ
ョ
ー
・
お
楽
し
み
抽

　
選
会
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町

　
雪
ま
つ
り
事
務
局
（
ク
ロ
ス
ー
0
・
費

　
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

∞∞＋日

町
鞭
鐸
轟

　
　
　
　
　
　
（
1
2
月
1
日
か
ら
）

■
十
日
町
市
地
方
産
業
育
成
資
金

　
▼
信
保
付
き
…
3
・
8
0
％

　
▼
そ
の
他
…
4
・
3
0
％

■
十
日
町
市
中
小
企
業
振
興
資
金

　
▼
3
年
以
内
…
3
・
9
％

　
▼
5
年
以
内
…
4
・
1
％

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
労

政
係
（
盈
内
線
劉
）
へ
。

∞∞八．、

蟹
難

　
「
人
員
整
理
を
す
る
前
に
、
事
業
主

さ
ん
ち
ょ
っ
と
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

　
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
。

■
助
成
金
額
　
休
業
手
当
の
％
か
ら
％

　
　
　
　
　
　
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

　
町
（
盈
5
7
1
2
4
0
7
）
へ
。

∞∞
僻
裸
婦
謬
匙

　
H
月
21
日
㈲
に
行
わ
れ
た
第
2
回
市

長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

幽
優
　
勝
　
六
箇
A
（
2
年
連
続
）

　
準
優
勝
　
ト
　
マ
　
ト

　
3
　
位
　
小
島
チ
ー
ム

70



＝　交通安全キャンペーン

■飲酒運転を追放しましょう

　「飲んだら乗るな、乗

・るなら飲むな」を家庭、

職場、地域ぐるみで推

進し、飲酒運転を追放

しましょう。

纏
桑ズー～鰍

11月中の交通事故発生状況（）は累計

布　町　赫 発生件数 負傷煮数 死者数

十日町市
平成5年 21（155） 23（163） 2（8）

平成4年 17（175） 20（203） 2（5）

川西町
津南町
中里村

平成5年 15（111） 19（138） 0（5）

平成4年 15（111） 16（130） 1（1）

計
平成5年 36（266） 42（301） 2（13）

平成4年 32（286） 36（333） 3（6）

車を誘導中に
　　　　　死亡事故
11月28日（日）午後6時30分ご

ろ、中条旭町の国道で、知人の

車を誘導していた61歳の男性が、35歳の

男性が運転する普通乗用車にはねられ、

脳挫傷により死亡する事故が発生しまし

た。運転中は、しっかりと前方と周囲を

確認しましょう。

年末・年始は市業務を休みます

市　役　所

12月29日㈱～1月3日（月）まで、平常業務を休みま

す。ただし、市民課・税務課・保健衛生課・会計

課の窓口は、30日休）の午前8時30分～正午まで業

務を行います。．

公　民　館 12月29日㈹～1月3日（月）まで休館します。

博　物　館 12月27日（月）～1月4日（幻まで休館します。

総含体育館

武　道　館
市民体育館

12月29日㈱～1月3日（月）まで休館します。

羽根川荘
平　成　園

12月27日（月）～1月3日㈲まで休みます。

四ツ宮荘 12月29日㈱～1月3日（月）まで休みます。

こみ収集と焼却場への持ち込み

ごみ収集 12月31日㈲～1月3日㈲までごみ収集は休みます。

ご　　み　　の

持ち込み

焼却場（燃えるごみ）と高城沢（燃えないごみ）

への持ち込みは、12月31日㈲の正午まで受け付け

ます。

コ＝イズストップ作戦
～全世帯にパンフレットを配付～

エイズと戦い、エイズを防ぎ、エイズと

つきあう。エイズには「知るワクチン」が

大切です。12月1日は世界エイズ溌一ぞし

た。新潟県無もエイズ患者が発見さ耗、エ

イズはわたしたちの身近な聞題となってい

ます。これを機会に十日町市では、もっと

エイズを知ってもらうだめに、パンフレッ

トを各世帯に配付しましだので、家族そろ

ってご覧ください。

薩聞㌧・合わせ　保健衛生課保健衛生係（奮

内線138・13⑨）へ。

酒害の懇談会
ロど　き　12月聾日鐡午後1時3⑨分～3時

ロところ　十日町保健所

ロ申し込み　十圖町保健所1儘57－2400）

か保健衛盤課保健衛生係へ。

轟の健康相談
■と　き　12月21瞬㈹架後1時30分～3時

■と二ろ　十日町保健所

麟担　当　江口医師（上村病院）

臼申し込み　十日町保健所か保健衛生課保

健衛生係へ。

「クロス10』年末・年始の業務

休　館　日
12月29日㈱～1月1日⊂Dまで休みます。なお、12

月28日（火》は午後1時で閉店します。

営　業　日

①1月2日（日）・3日（月）は午前10時～午後3時の

　間、物産ホール・喫茶コーナーのみ営業します。

②1月4巳（幻から通常営業を始めます。

　　＋

爺鰯酵

■
職
種
・
採
用
人
員

　
看
護
婦
・
准
看
護
婦
…
…
1
名

　
寮
母
…
…
若
干
名

■
受
験
資
格

　
①
看
護
婦
・
准
看
護
婦
…
昭
和
2
8
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

　
看
護
婦
ま
た
は
准
看
護
婦
の
免
許
を

　
有
す
る
人
（
来
年
6
月
末
ま
で
に
免

　
許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

　
②
寮
　
母
…
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

　
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
。

　
自
動
車
運
転
普
通
免
許
を
有
す
る

　
人
。
介
護
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

　
が
望
ま
し
い
．

■
試
験
日
・
科
目

　
期
　
日
…
平
成
6
年
1
月
1
2
日
㈱

　
会
　
場
…
特
養
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」

　
科
　
目
…
面
　
接

　　

税
の
相
談
に
ど
う
晶

■
と
　
き
　
1
2
月
1
5
日
㈱

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
役
所

■
担
　
当
　
関
東
信
越
国
税
局
税
務
相

　
　
　
　
　
談
室
相
談
官

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
税
務
署
（
盈

　
　
　
　
　
52
1
3
1
8
1
）
へ
。

発
　
表
…
平
成
6
年
1
月
下
旬

■
提
出
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
②
卒
業
証

書
の
写
し
ま
た
は
卒
業
証
明
書
③
成

績
証
明
書
④
免
許
・
資
格
を
有
す
る

証
明
書
の
写
し
⑤
返
信
用
封
筒
2
通

　
（
62
円
切
手
を
は
り
、
住
所
・
氏
名

を
記
入
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
1
2
月
2
7
日
㈲
ま
で
に
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」
（
市
内
下
条
3

丁
目
鰯
ー
1
盈
5
6
1
2
1
0
6
）
へ
。
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●
1
　
　
噴
火
口
と
問
違
わ
れ
た
当
問
山
の
西
ノ
池
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
十
日
町
市
の
南
端
に
そ
び
え
る
当

間
山
（
一
、
〇
一
六
・
五
層
）
は
、
市

内
で
一
番
高
い
山
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
山
の
山
頂
に
近
い
と
こ

ろ
に
西
ノ
池
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
池

が
あ
る
。
縦
一
五
層
、
，
横
一
〇
㌶
く

ら
い
で
水
深
は
三
層
は
あ
ろ
う
か
。

　
当
間
山
は
、
遠
く
か
ら
見
る
と
信

濃
川
の
方
向
へ
火
山
の
裾
野
の
よ
う

に
、
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。

そ
ん
な
山
の
形
か
ら
火
山
で
は
な
か

っ
た
か
、
そ
し
て
、
こ
の
西
ノ
池
は
、

火
口
湖
の
な
ご
り
で
あ
ろ
う
と
、
か

な
り
ま
じ
め
に
さ
さ
や
か
れ
て
き
た
。

　
山
頂
の
周
辺
に
は
、
い
く
つ
も
の

凹
地
が
あ
る
が
、
西
ノ
池
と
同
じ
く

水
が
溜
っ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
凹
地
が

ど
う
し
て
で
き
た
か
、
地
す
べ
り
に

よ
る
で
こ
ぼ
こ
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
今
一
つ
説
得
力
が
な
い
。

た
だ
、
火
山
で
な
い
こ
と
は
、
基
盤

が
魚
沼
層
で
あ
り
、
そ
の
下
に
土
倉

側
か
ら
よ
く
見
え
る
西
田
尻
層
な
ど

の
固
い
堆
積
層
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
山
で
な

い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
こ
の
池
に
は
、
か
つ
て
小
さ
な
浮

島
が
い
く
つ
も
あ
り
、
風
に
吹
か
れ

て
漂
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和

二
〇
年
前
後
に
行
わ
れ
た
ブ
ナ
林
伐

採
の
際
、
枝
や
下
草
を
投
げ
こ
ん
だ

た
め
に
水
が
汚
れ
、
浮
島
は
こ
わ
れ

て
陸
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
深
い
と
こ
ろ
は
窓
の
よ

う
に
水
面
が
現
わ
れ
て
い
て
、
雪
ど

け
の
こ
ろ
に
は
、
数
十
匹
の
ク
ロ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
産
卵
に
集
ま
る
。

ま
た
、
化
石
植
物
と
い
わ
れ
る
ミ
ツ

ガ
シ
ワ
や
高
山
系
の
カ
ラ
カ
ネ
ト
ン

ボ
な
ど
の
貴
重
種
が
多
く
、
学
術
上

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

中央の白いかたまりはクロサンショウウオの卵塊

（
）

川の流れ

か
φ

お℃

　　　　　　　　　　議　　　　　　　信濃川が作り出した“石の並び方”の芸術

　写真をよく見ると…石が同じ向きに重なっていませんか。市内

の信濃川の川原を歩くと、このような石の並びをしばしば目にし

ます。これは、信濃川の流れの勢いや向きによるものといわれて

います。石の重なり方を見ると川の流れの向きを推測できます。

（写真の場合、右が上流側）川原だけでなく、がけなどでしま模

様に見える地層の中にも同じような石の並びを見ることもできま

す。したがって、地層の中の石の並びを見ることで大昔の川の流

れの向きを推測することができることもあります。

　このような石の並びはインブリケーションとよばれています。

（写真は姿大橋下で、市史自然編にも紹介されている場所です）

　12月5欝㈱墨越国際甕闘ス熱一場

で、銘日のオープンを欝繭に鞍フ難の

救勤翻練と食堂関係の衛盤講習会が闘

かれ、顔なじみの地発の従業員＄◎名が

参加しましだ。導フ餐に残爵純癒お客

さんを地上に降ろす翻練が蕃際よ《行

われたほが、保健所職員にまる衛盤講

習が開かれ、挺難者は熱心健受講し誕

いました。ス驚一一場は準備灘醤整糖、雪

を待愈ばかりとな璽ましだ。

／

／

市の動き
　　　　　蕉獺聯鰯編襟

鷺戴園　鱒，繍懸戴翻穏難一翻
　　　i男　　鍵，鍵灘蕪総製　一劉》

　　　糞i　圏，璽翻鐵蕪　獺　翻欝

鷺撞雛数　　聰総鱒　翻駕鑓一騨

醐
編
集
後
記
国

　
取
材
で
お
年
寄
り
か
ら
昔
の
食
事
を

聞
く
機
会
が
あ
り
ま
す
。
雑
炊
・
豆
飯

な
ど
、
少
な
い
米
を
増
や
し
て
満
腹
感

を
得
る
た
め
に
、
混
ぜ
も
の
の
多
い
も

の
で
し
た
。
今
年
は
、
記
録
的
な
米
の

不
作
の
年
。
話
を
聞
く
た
び
に
大
地
の

恵
み
で
あ
る
食
べ
物
は
、
米
一
粒
で
も

大
切
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
い
ろ
ん
な
野
菜
が
豊
富
に
入
っ

た
も
の
を
食
べ
た
こ
と
が
、
明
治
や
大

正
に
生
ま
れ
た
人
達
の
健
康
と
長
寿
の

底
力
の
原
点
と
も
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
㊥
の
高
脂
血
症
・
肝
機
能

障
害
の
原
点
の
一
つ
、
忘
・
新
年
会
の

季
節
を
迎
え
ま
す
。
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る

け
ど
…
健
康
に
は
、
気
を
つ
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
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